
ムービング・オン

202501
VOL.

7

CONTENTS

埼玉県印刷工業組合

URL  https://www.saipia.net
E-mail  info@saipia.net

〒330－0802　さいたま市大宮区宮町4丁目36－4－204 TEL：048－642－0414 FAX：048－729－7161

対談　朝日印刷工業・石川 靖会長に聞く
組合行事報告／青年部北海道視察研修
埼玉いいとこめぐり in 浦和

表紙「相合傘、チューリップ」阿部美幸／MIYUKI ABE

ムービング

7



全日本印刷工業組合連合会

会長 瀬田章弘

新年のご挨拶

　明けましておめでとうございます。
　旧年中は、当連合会に格別のご支援とご協力を賜り、厚くお礼申し上げますとともに、
本年も一層のご指導を賜りますようお願い申し上げます。
　昨年9月に大阪市にて開催いたしました「2024全印工連フォーラムIN大阪」には、全国
から400名を超える方々にお集まりいただき、全印工連事業をより一層ご理解いただくと
ともに全印工連の団結と協調、さらには将来の業界発展に向けての課題や方向性を再確認
することが出来ました。これも偏に全国の印刷工業組合の役員、組合員、関連業界の皆様
のご理解とご協力の賜物と深く感謝申し上げます。
　さて、昨年は、新型コロナウイルス感染症による社会経済活動への様々な制限は緩和さ
れましたが、国際情勢不安や円安によるエネルギー価格、原材料価格の高騰、人手不足、
賃上げや取引の適正化に向けた価格転嫁対応等、依然として多くの経営課題が山積みし、
中小印刷業界は、厳しい経営環境への対応がもとめられる年となりました。
　このような状況の中、全印工連では、『Happy Industry』～人々の暮らしを彩り幸せ
を創る印刷産業～という理念の下、同質化からの脱却、供給過剰の解消に向
け「価格競争」から互いを伸ばし合い活かし合う価値協創のエコシステム
作りを目指し、CSR経営の推進、差別化による収益性の向上、経営基盤の
強化、組合の強靭化に取り組んでまいりました。
　全印工連は、創立70周年に当たる記念すべき年を迎える本年も引き続き、
「価値協創」へと繋がる各種事業に積極的に取り組んで参ります。特に地域
の課題を解決するローカルゼブラへの取り組みについて力を注いで行
く所存でおります。併せて、全日本印刷産業政治連盟や中小印刷産
業振興議員連盟との連携による印刷業界のさらなる地位向上、取
引の適正化、官公需取引改善など組合員各位とともに印刷産業の
持続可能な発展に向け一層精進してまいります。
　本年が皆様にとって明るい希望に満ちた素晴らしい一年とな
りますよう祈念いたしまして、年頭のご挨拶といたします。
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株式会社櫻井印刷所

代表取締役
櫻井理恵

ないものです。また、オフセットの職人の汚れた
手も、美しい製本技術はもちろん正確な断裁も、
印刷現場が社内にあるからこそ、知ることができ
る印刷文化です。
　当社では2023年の冬に、創業の地を以前の屋
号「文星舎」として、活版印刷や和綴製本ができ
るワークショップスペースの運営を始めました。
たまに店頭に立つと、比較的若い方々が活版印刷
や和紙に興味を持ち、長時間滞在して質問をして
くださいます。それは私たちにとってとても嬉し
いことであり、また印刷の未来もこれからまだま
だ見えてくるものがあるという予感を抱かせるも
のでもあります。
　変容する時代の中で印刷業界に身を置く当社
が、これからも印刷会社であり続けるために、次
の100年へ向けて新たな歩みを進めていきたいと
思います。
　最後に、埼玉県印刷組合の皆様には、お会いす
るたびに次のビジョンへステップアップする勇気
をいただいています。家庭の事情でなかなか参加
が叶わなかったこともありましたが、今後も理事
長を中心に印刷業界を盛り上げるために、尽力い
たします。今後ともどうぞよろしくお願い申し上
げます。

　埼玉県川越市で大正13年（1924年）に創業し
てから、ちょうど100周年の節目の年となりまし
た。まずは今まで支えてくださった皆様に深く御
礼申し上げます。
　曽祖父・理助が創業者ですが、当時はもちろん
活版印刷。その後、オフセット印刷やオンデマン
ド印刷に切り替わっていった印刷業界の歴史はご
存知の通りですが、さらにデジタル・コンテンツ
が普及し、情報処理や拡散方法において「紙に印
刷をする」という大前提が変わってきています。
当社も総合的なプロデュース事業においてWEB
や動画、SNS、メタバースなどデジタルの事業化
を進める一方で、数年前に某印刷会社様からお譲
りいただいた活版印刷と活字に、改めて日本の印
刷文化の深みや意義に感銘を受けている今日この
頃です。アナログな昔ながらの印刷方法は、なか
なか事業にはなりにくいコンテンツではあります
が、世の中のアプリケーションがどのように変化
しようとも、ずっと情報加工、伝達をしてきた印
刷会社の矜持を確認することができます。活字を
持った時の文字の重さは何気なく使う言葉の重み
に通じるものもあります。そして、手触りを直接
感じられる紙、ほのかに香るインキの匂いは、
ケータイやパソコンの画面では感じることのでき
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活字の大切さ！
伝えたい、残したい大切なもの！
活字の大切さ！
伝えたい、残したい大切なもの！

　埼玉県印刷工業組合は、前橋市のまちづくりとコンテンツ作りに強い思いをもつ、朝日印刷工業株式会社
（石川靖会長、群馬県前橋市）との対談企画を12月17日に開催しました。
石川会長は、前橋商工会議所の副会頭、そしてまちに関する団体の要となる役職を担いながら、活字の大切
さを伝える活動をされています。
　当日は、惠勇人理事長（埼京印刷、埼玉県戸田市）、丸山靖雄副理事長（コスモプリンツ株式会社、埼玉県
行田市）が同社を訪問し、石川会長と富沢氏から、朝日印刷工業の歴史と社風、まちづくりに取り組みなが
ら、業界のあるべき姿をお伺いしてきました。

惠　会社の成り立ちについて教えてく

ださい。

石川　当社は1949年に創業し、今年

で75周年を迎えました。祖父が戦後

すぐに立ち上げた会社で、もともと祖

父は群馬県庁で総務部長を務めてい

ました。今でいえば副知事に相当する

役職です。祖父は読書家でなおかつ愛

書家で、退職後はその情熱を印刷業に

注ぎました。家には本が常にあふれて

おり、私自身も本に囲まれて育ちまし

た。

　当時、印刷業界は戦後復興の中で

大きな変革期を迎えていましたが、本

の印刷は収益が安定するまでに時間

がかかるため、経営は非常に困難でし

た。祖父はその間、短期で収益を上げ

られる印刷物も取り扱いながら、なん

とか本の印刷を続けていたようです。

丸山　最初に印刷した本は何です

か？

石川　最初の本は「群馬県蚕糸業

史」だったと思います。当時、群馬は養

蚕業が盛んで、地域の歴史を記録する

本を印刷する需要がありました。ただ

し、群馬にはすでに数社書籍づくりを

生業とする会社があったので、当社は

新参者でした。それでも、祖父の熱意

が多くの人に伝わり、徐々に事業が軌

道に乗ったと聞いています。

技術革新と
クリエイティブな挑戦

丸山 御社は技術革新に早くから取

り組んできた印象がありますが、その

背景を教えてください。

石川 祖父の時代から「新しい技術で

未来を切り開く」という姿勢がありま

した。たとえば、電算写植システムで

は写研の一号機を導入し、これにより

従来の活版印刷では難しかった細か

な表現が可能になりました。

その後も1990年代にはDTP（デス

クトップパブリッシング）を導入し、

2001年にはオンデマンド印刷を開始

しました。当時、オンデマンド印刷は

「短納期・小ロット対応」のニーズに

応える画期的な技術でした。これによ

り、多様な要望に応えられる体制を整

えることができました。

惠 新しい技術を導入する際には、不

安もあったのでは？

石川 もちろんです。ただ、私たちは

「この技術が未来の価値を生むかど

うか」を常に考えます。オンデマンド印

刷も、初めは未知の分野でしたが、将

来性を見越して挑戦しました。このよ

うな姿勢が今の当社の強みになってい

ます。

丸山 デザインや企画に力を入れ始

めたのはいつ頃からですか？

石川 1970年代後半に「クリエイ

ティブセンター」というデザイン部門

を設立しました。当時は印刷業者がデ

ザインまで手掛けるのは珍しかったの

ですが、これにより顧客との関係が深

まり、単なる印刷物の提供だけでな

く、付加価値の高いサービスを提供で

きるようになりました。現在では企画

からデザイン、印刷まで一貫して対応

しています。

経営理念と組織文化

丸山 経営理念や会社としての方針

について教えてください。

石川 私の理想は「教育しない」「競

争しない」「目標を持たない」です。こ

れだけ聞くと奇妙に思えるかもしれま

せんが、社員一人ひとりが自発的に行

動することを大切にしているのです。

「こうしなさい」と指示するのではな

く、社員自身が課題を見つけ、解決策

を考えられる組織を目指しています。

また、競争については、他社と争うよ

りも自社のブランド力を高めることに

力を入れています。「少し高価だけど、

ここに頼めば間違いない」と言われる

ような価値を提供するのが理想です。

富沢（経営企画部長） 社員の自発

を重視する考え方に基づき、私たちは

ビジョンを具体的な形にする役割を

担っています。たとえば、会長が出した

抽象的なアイデアを基に、企画を立案

し、それを実行に移す過程を私たちが

支えています。

前橋のまちづくりと若者支援

丸山 前橋市のまちづくりに関わるよ

うになったきっかけは何ですか？

石川 かつては賑わっていた前橋の

街中が、時代とともに人通りが減り、

寂しくなっていくのを見て「何とかした

い」と思うようになりました。ある日、

商工会議所に向かう途中で、若者たち

が小さな活動をしているのを見かけ、

「まだこの街には可能性がある」と感

じたのが最初です。

その後、キッチンカーでコーヒーを販

売していた若者と共にDiPSまちなか

店という店舗を持ったり、会社とは関

係なく、妻と一緒に絵本店を開いたり

しました。絵本店は地域の親子が集ま

る場所として機能し、街に少しずつ活

気が戻り始めたと感じています。

惠 絵本店を始めた理由を教えてくだ

さい。

石川 地域に若者が集まり、家族が増

え、子どもたちが本に触れる機会が増

える――そんな「人と人の繋がり」を

作りたかったんです。また、妻が絵本

好きだったこともあり、彼女に仕入れ

等は任せています。絵本店は単なる店

舗以上に、地域の文化の拠点として役

立っています。

丸山 太陽の会やMDCについて詳し

く教えてください。

石川 太陽の会は、企業から資金を集

め、地域の若者支援やイベント運営に

活用する団体です。会員企業が少しず

つ出資し、それをもとに地域を盛り

上げるプロジェクトを進めていま

す。一方、MDC（前橋デザインコ

ミッション）は、行政に依存せず、民

間の力でまちづくりを進めるための

組織です。

惠 これまでの成果はどのようなもの

がありますか？

石川 たとえば、若者が提案したアイ

デアを支援し、具体的なプロジェクト

に繋げる仕組みがあります。また、地

域の特徴を活かしたイベントやプロ

ジェクトを実施し、住民同士の交流や

地域全体の活性化を促しています。

ブックフェスの成功とその意義

惠 「ブックフェス」について詳しく

教えてください。

石川 アイデアはコピーライターの糸

井重里さん、それを形にしようとした

のはジンズの田中仁さんです。第1回で

は約2万5千冊の本を用意し、4万人が

来場しました。第2回では規模を拡大

し、7万5千冊の本が集まり、6万人以

上が訪れました。

「本に旅をさせよう」というのがコン

セプトです。

丸山 成功の秘訣は何だと思いま

すか？

石川 本というテーマが多くの人に共

感されたことが大きいですね。また、

「物を売る場」ではなく、「文化を共

有する場」としてのメッセージ性が

人々の心に響いたのだと思います。

印刷業界の未来

丸山 印刷業界全体の課題と可能性

についてどうお考えですか？

石川 デジタル化が進む中、紙の役割

が見直される時代だと思っています。

たとえば、教育分野では一度タブレッ

トに移行した国が、紙の教科書に戻る

動きも見られます。紙には記憶に残り

やすい、直感的に使えるといった特徴

があり、これを活かす新しい提案が必

要だと感じています。

最後に

丸山 今後の展望を教えてください。

石川 これからも「残すこと」「繋ぐ

こと」をテーマに、地域や業界に貢献

する活動を続けていきたいです。アナ

ログ資産のデジタル化を進め、未来に

繋げるだけでなく、人と人を結びつけ

る場を作り続けたいと考えています。

石川会長の対談を通じ、印刷文化と

地域活性化の両方に情熱を注ぐ姿勢

が伝わってきました。石川会長の挑戦

は、単なるビジネスを超え、文化や

人々のつながりを支えています！

本の力で人の心を豊かに！
前橋のまちづくりにかける思い！
本の力で人の心を豊かに！
前橋のまちづくりにかける思い！

対談企画　第7弾　朝日印刷工業・石川靖会長に聞く対談企画　第7弾　朝日印刷工業・石川靖会長に聞く
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惠　会社の成り立ちについて教えてく

ださい。

石川　当社は1949年に創業し、今年

で75周年を迎えました。祖父が戦後

すぐに立ち上げた会社で、もともと祖

父は群馬県庁で総務部長を務めてい

ました。今でいえば副知事に相当する

役職です。祖父は読書家でなおかつ愛

書家で、退職後はその情熱を印刷業に

注ぎました。家には本が常にあふれて

おり、私自身も本に囲まれて育ちまし

た。

　当時、印刷業界は戦後復興の中で

大きな変革期を迎えていましたが、本

の印刷は収益が安定するまでに時間

がかかるため、経営は非常に困難でし

た。祖父はその間、短期で収益を上げ

られる印刷物も取り扱いながら、なん

とか本の印刷を続けていたようです。

丸山　最初に印刷した本は何です

か？

石川　最初の本は「群馬県蚕糸業

史」だったと思います。当時、群馬は養

蚕業が盛んで、地域の歴史を記録する

本を印刷する需要がありました。ただ

し、群馬にはすでに数社書籍づくりを

生業とする会社があったので、当社は

新参者でした。それでも、祖父の熱意

が多くの人に伝わり、徐々に事業が軌

道に乗ったと聞いています。

技術革新と
クリエイティブな挑戦

丸山　御社は技術革新に早くから取

り組んできた印象がありますが、その

背景を教えてください。

石川　祖父の時代から「新しい技術で

未来を切り開く」という姿勢がありま

した。たとえば、電算写植システムで

は写研の一号機を導入し、これにより

従来の活版印刷では難しかった細か

な表現が可能になりました。

　その後も1990年代にはDTP（デス

クトップパブリッシング）を導入し、

2001年にはオンデマンド印刷を開始

しました。当時、オンデマンド印刷は

「短納期・小ロット対応」のニーズに

応える画期的な技術でした。これによ

り、多様な要望に応えられる体制を整

えることができました。

惠　新しい技術を導入する際には、不

安もあったのでは？

石川　もちろんです。ただ、私たちは

「この技術が未来の価値を生むかど

うか」を常に考えます。オンデマンド印

刷も、初めは未知の分野でしたが、将

来性を見越して挑戦しました。このよ

うな姿勢が今の当社の強みになってい

ます。

丸山　デザインや企画に力を入れ始

めたのはいつ頃からですか？

石川　1970年代後半に「クリエイ

ティブセンター」というデザイン部門

を設立しました。当時は印刷業者がデ

ザインまで手掛けるのは珍しかったの

ですが、これにより顧客との関係が深

まり、単なる印刷物の提供だけでな

く、付加価値の高いサービスを提供で

きるようになりました。現在では企画

からデザイン、印刷まで一貫して対応

しています。

経営理念と組織文化

丸山　経営理念や会社としての方針

について教えてください。

石川　私の理想は「教育しない」「競

争しない」「目標を持たない」です。こ

れだけ聞くと奇妙に思えるかもしれま

せんが、社員一人ひとりが自発的に行

動することを大切にしているのです。

「こうしなさい」と指示するのではな

く、社員自身が課題を見つけ、解決策

を考えられる組織を目指しています。

また、競争については、他社と争うよ

りも自社のブランド力を高めることに

力を入れています。「少し高価だけど、

ここに頼めば間違いない」と言われる

ような価値を提供するのが理想です。

富沢（経営企画部長）　社員の自発

を重視する考え方に基づき、私たちは

ビジョンを具体的な形にする役割を

担っています。たとえば、会長が出した

抽象的なアイデアを基に、企画を立案

し、それを実行に移す過程を私たちが

支えています。

前橋のまちづくりと若者支援

丸山　前橋市のまちづくりに関わるよ

うになったきっかけは何ですか？

石川　かつては賑わっていた前橋の

街中が、時代とともに人通りが減り、

寂しくなっていくのを見て「何とかした

い」と思うようになりました。ある日、

商工会議所に向かう途中で、若者たち

が小さな活動をしているのを見かけ、

「まだこの街には可能性がある」と感

じたのが最初です。

その後、キッチンカーでコーヒーを販

売していた若者と共にDiPSまちなか

店という店舗を持ったり、会社とは関

係なく、妻と一緒に絵本店を開いたり

しました。絵本店は地域の親子が集ま

る場所として機能し、街に少しずつ活

気が戻り始めたと感じています。

惠　絵本店を始めた理由を教えてくだ

さい。

石川　地域に若者が集まり、家族が増

え、子どもたちが本に触れる機会が増

える――そんな「人と人の繋がり」を

作りたかったんです。また、妻が絵本

好きだったこともあり、彼女に仕入れ

等は任せています。絵本店は単なる店

舗以上に、地域の文化の拠点として役

立っています。

丸山　太陽の会やMDCについて詳し

く教えてください。

石川　太陽の会は、企業から資金を集

め、地域の若者支援やイベント運営に

活用する団体です。会員企業が少しず

つ出資し、それをもとに地域を盛り

上げるプロジェクトを進めていま

す。一方、MDC（前橋デザインコ

ミッション）は、行政に依存せず、民

間の力でまちづくりを進めるための

組織です。

惠　これまでの成果はどのようなもの

がありますか？

石川　たとえば、若者が提案したアイ

デアを支援し、具体的なプロジェクト

に繋げる仕組みがあります。また、地

域の特徴を活かしたイベントやプロ

ジェクトを実施し、住民同士の交流や

地域全体の活性化を促しています。

ブックフェスの成功とその意義

惠　「ブックフェス」について詳しく

教えてください。

石川　アイデアはコピーライターの糸

井重里さん、それを形にしようとした

のはジンズの田中仁さんです。第1回で

は約2万5千冊の本を用意し、4万人が

来場しました。第2回では規模を拡大

し、7万5千冊の本が集まり、6万人以

上が訪れました。

「本に旅をさせよう」というのがコン

セプトです。

丸山　成功の秘訣は何だと思いま

すか？

石川　本というテーマが多くの人に共

感されたことが大きいですね。また、

「物を売る場」ではなく、「文化を共

有する場」としてのメッセージ性が

人々の心に響いたのだと思います。

印刷業界の未来

丸山　印刷業界全体の課題と可能性

についてどうお考えですか？

石川　デジタル化が進む中、紙の役割

が見直される時代だと思っています。

たとえば、教育分野では一度タブレッ

トに移行した国が、紙の教科書に戻る

動きも見られます。紙には記憶に残り

やすい、直感的に使えるといった特徴

があり、これを活かす新しい提案が必

要だと感じています。

最後に

丸山　今後の展望を教えてください。

石川　これからも「残すこと」「繋ぐ

こと」をテーマに、地域や業界に貢献

する活動を続けていきたいです。アナ

ログ資産のデジタル化を進め、未来に

繋げるだけでなく、人と人を結びつけ

る場を作り続けたいと考えています。

　石川会長の対談を通じ、印刷文化と

地域活性化の両方に情熱を注ぐ姿勢

が伝わってきました。石川会長の挑戦

は、単なるビジネスを超え、文化や

人々のつながりを支えています！

技術革新と
クリエイティブな挑戦

経営理念と組織文化
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惠　会社の成り立ちについて教えてく

ださい。

石川　当社は1949年に創業し、今年

で75周年を迎えました。祖父が戦後

すぐに立ち上げた会社で、もともと祖

父は群馬県庁で総務部長を務めてい

ました。今でいえば副知事に相当する

役職です。祖父は読書家でなおかつ愛

書家で、退職後はその情熱を印刷業に

注ぎました。家には本が常にあふれて

おり、私自身も本に囲まれて育ちまし

た。

　当時、印刷業界は戦後復興の中で

大きな変革期を迎えていましたが、本

の印刷は収益が安定するまでに時間

がかかるため、経営は非常に困難でし

た。祖父はその間、短期で収益を上げ

られる印刷物も取り扱いながら、なん

とか本の印刷を続けていたようです。

丸山　最初に印刷した本は何です

か？

石川　最初の本は「群馬県蚕糸業

史」だったと思います。当時、群馬は養

蚕業が盛んで、地域の歴史を記録する

本を印刷する需要がありました。ただ

し、群馬にはすでに数社書籍づくりを

生業とする会社があったので、当社は

新参者でした。それでも、祖父の熱意

が多くの人に伝わり、徐々に事業が軌

道に乗ったと聞いています。

技術革新と
クリエイティブな挑戦

丸山　御社は技術革新に早くから取

り組んできた印象がありますが、その

背景を教えてください。

石川　祖父の時代から「新しい技術で

未来を切り開く」という姿勢がありま

した。たとえば、電算写植システムで

は写研の一号機を導入し、これにより

従来の活版印刷では難しかった細か

な表現が可能になりました。

　その後も1990年代にはDTP（デス

クトップパブリッシング）を導入し、

2001年にはオンデマンド印刷を開始

しました。当時、オンデマンド印刷は

「短納期・小ロット対応」のニーズに

応える画期的な技術でした。これによ

り、多様な要望に応えられる体制を整

えることができました。

惠　新しい技術を導入する際には、不

安もあったのでは？

石川　もちろんです。ただ、私たちは

「この技術が未来の価値を生むかど

うか」を常に考えます。オンデマンド印

刷も、初めは未知の分野でしたが、将

来性を見越して挑戦しました。このよ

うな姿勢が今の当社の強みになってい

ます。

丸山　デザインや企画に力を入れ始

めたのはいつ頃からですか？

石川　1970年代後半に「クリエイ

ティブセンター」というデザイン部門

を設立しました。当時は印刷業者がデ

ザインまで手掛けるのは珍しかったの

ですが、これにより顧客との関係が深

まり、単なる印刷物の提供だけでな

く、付加価値の高いサービスを提供で

きるようになりました。現在では企画

からデザイン、印刷まで一貫して対応

しています。

経営理念と組織文化

丸山　経営理念や会社としての方針

について教えてください。

石川　私の理想は「教育しない」「競

争しない」「目標を持たない」です。こ

れだけ聞くと奇妙に思えるかもしれま

せんが、社員一人ひとりが自発的に行

動することを大切にしているのです。

「こうしなさい」と指示するのではな

く、社員自身が課題を見つけ、解決策

を考えられる組織を目指しています。

また、競争については、他社と争うよ

りも自社のブランド力を高めることに

力を入れています。「少し高価だけど、

ここに頼めば間違いない」と言われる

ような価値を提供するのが理想です。

富沢（経営企画部長）　社員の自発

を重視する考え方に基づき、私たちは

ビジョンを具体的な形にする役割を

担っています。たとえば、会長が出した

抽象的なアイデアを基に、企画を立案

し、それを実行に移す過程を私たちが

支えています。

前橋のまちづくりと若者支援

丸山　前橋市のまちづくりに関わるよ

うになったきっかけは何ですか？

石川　かつては賑わっていた前橋の

街中が、時代とともに人通りが減り、

寂しくなっていくのを見て「何とかした

い」と思うようになりました。ある日、

商工会議所に向かう途中で、若者たち

が小さな活動をしているのを見かけ、

「まだこの街には可能性がある」と感

じたのが最初です。

その後、キッチンカーでコーヒーを販

売していた若者と共にDiPSまちなか

店という店舗を持ったり、会社とは関

係なく、妻と一緒に絵本店を開いたり

しました。絵本店は地域の親子が集ま

る場所として機能し、街に少しずつ活

気が戻り始めたと感じています。

惠　絵本店を始めた理由を教えてくだ

さい。

石川　地域に若者が集まり、家族が増

え、子どもたちが本に触れる機会が増

える――そんな「人と人の繋がり」を

作りたかったんです。また、妻が絵本

好きだったこともあり、彼女に仕入れ

等は任せています。絵本店は単なる店

舗以上に、地域の文化の拠点として役

立っています。

丸山　太陽の会やMDCについて詳し

く教えてください。

石川　太陽の会は、企業から資金を集

め、地域の若者支援やイベント運営に

活用する団体です。会員企業が少しず

つ出資し、それをもとに地域を盛り

上げるプロジェクトを進めていま

す。一方、MDC（前橋デザインコ

ミッション）は、行政に依存せず、民

間の力でまちづくりを進めるための

組織です。

惠　これまでの成果はどのようなもの

がありますか？

石川　たとえば、若者が提案したアイ

デアを支援し、具体的なプロジェクト

に繋げる仕組みがあります。また、地

域の特徴を活かしたイベントやプロ

ジェクトを実施し、住民同士の交流や

地域全体の活性化を促しています。

ブックフェスの成功とその意義

惠　「ブックフェス」について詳しく

教えてください。

石川　アイデアはコピーライターの糸

井重里さん、それを形にしようとした

のはジンズの田中仁さんです。第1回で

は約2万5千冊の本を用意し、4万人が

来場しました。第2回では規模を拡大

し、7万5千冊の本が集まり、6万人以

上が訪れました。

「本に旅をさせよう」というのがコン

セプトです。

丸山　成功の秘訣は何だと思いま

すか？

石川　本というテーマが多くの人に共

感されたことが大きいですね。また、

「物を売る場」ではなく、「文化を共

有する場」としてのメッセージ性が

人々の心に響いたのだと思います。

印刷業界の未来

丸山　印刷業界全体の課題と可能性

についてどうお考えですか？

石川　デジタル化が進む中、紙の役割

が見直される時代だと思っています。

たとえば、教育分野では一度タブレッ

トに移行した国が、紙の教科書に戻る

動きも見られます。紙には記憶に残り

やすい、直感的に使えるといった特徴

があり、これを活かす新しい提案が必

要だと感じています。

最後に

丸山　今後の展望を教えてください。

石川　これからも「残すこと」「繋ぐ

こと」をテーマに、地域や業界に貢献

する活動を続けていきたいです。アナ

ログ資産のデジタル化を進め、未来に

繋げるだけでなく、人と人を結びつけ

る場を作り続けたいと考えています。

　石川会長の対談を通じ、印刷文化と

地域活性化の両方に情熱を注ぐ姿勢

が伝わってきました。石川会長の挑戦

は、単なるビジネスを超え、文化や

人々のつながりを支えています！

前橋のまちづくりと若者支援

ブックフェスの成功とその意義
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惠 会社の成り立ちについて教えてく

ださい。

石川 当社は1949年に創業し、今年

で75周年を迎えました。祖父が戦後

すぐに立ち上げた会社で、もともと祖

父は群馬県庁で総務部長を務めてい

ました。今でいえば副知事に相当する

役職です。祖父は読書家でなおかつ愛

書家で、退職後はその情熱を印刷業に

注ぎました。家には本が常にあふれて

おり、私自身も本に囲まれて育ちまし

た。

当時、印刷業界は戦後復興の中で

大きな変革期を迎えていましたが、本

の印刷は収益が安定するまでに時間

がかかるため、経営は非常に困難でし

た。祖父はその間、短期で収益を上げ

られる印刷物も取り扱いながら、なん

とか本の印刷を続けていたようです。

丸山 最初に印刷した本は何です

か？

石川 最初の本は「群馬県蚕糸業

史」だったと思います。当時、群馬は養

蚕業が盛んで、地域の歴史を記録する

本を印刷する需要がありました。ただ

し、群馬にはすでに数社書籍づくりを

生業とする会社があったので、当社は

新参者でした。それでも、祖父の熱意

が多くの人に伝わり、徐々に事業が軌

道に乗ったと聞いています。

技術革新と
クリエイティブな挑戦

丸山 御社は技術革新に早くから取

り組んできた印象がありますが、その

背景を教えてください。

石川 祖父の時代から「新しい技術で

未来を切り開く」という姿勢がありま

した。たとえば、電算写植システムで

は写研の一号機を導入し、これにより

従来の活版印刷では難しかった細か

な表現が可能になりました。

その後も1990年代にはDTP（デス

クトップパブリッシング）を導入し、

2001年にはオンデマンド印刷を開始

しました。当時、オンデマンド印刷は

「短納期・小ロット対応」のニーズに

応える画期的な技術でした。これによ

り、多様な要望に応えられる体制を整

えることができました。

惠 新しい技術を導入する際には、不

安もあったのでは？

石川 もちろんです。ただ、私たちは

「この技術が未来の価値を生むかど

うか」を常に考えます。オンデマンド印

刷も、初めは未知の分野でしたが、将

来性を見越して挑戦しました。このよ

うな姿勢が今の当社の強みになってい

ます。

丸山 デザインや企画に力を入れ始

めたのはいつ頃からですか？

石川 1970年代後半に「クリエイ

ティブセンター」というデザイン部門

を設立しました。当時は印刷業者がデ

ザインまで手掛けるのは珍しかったの

ですが、これにより顧客との関係が深

まり、単なる印刷物の提供だけでな

く、付加価値の高いサービスを提供で

きるようになりました。現在では企画

からデザイン、印刷まで一貫して対応

しています。

経営理念と組織文化

丸山 経営理念や会社としての方針

について教えてください。

石川 私の理想は「教育しない」「競

争しない」「目標を持たない」です。こ

れだけ聞くと奇妙に思えるかもしれま

せんが、社員一人ひとりが自発的に行

動することを大切にしているのです。

「こうしなさい」と指示するのではな

く、社員自身が課題を見つけ、解決策

を考えられる組織を目指しています。

また、競争については、他社と争うよ

りも自社のブランド力を高めることに

力を入れています。「少し高価だけど、

ここに頼めば間違いない」と言われる

ような価値を提供するのが理想です。

富沢（経営企画部長） 社員の自発

を重視する考え方に基づき、私たちは

ビジョンを具体的な形にする役割を

担っています。たとえば、会長が出した

抽象的なアイデアを基に、企画を立案

し、それを実行に移す過程を私たちが

支えています。

前橋のまちづくりと若者支援

丸山 前橋市のまちづくりに関わるよ

うになったきっかけは何ですか？

石川 かつては賑わっていた前橋の

街中が、時代とともに人通りが減り、

寂しくなっていくのを見て「何とかした

い」と思うようになりました。ある日、

商工会議所に向かう途中で、若者たち

が小さな活動をしているのを見かけ、

「まだこの街には可能性がある」と感

じたのが最初です。

その後、キッチンカーでコーヒーを販

売していた若者と共にDiPSまちなか

店という店舗を持ったり、会社とは関

係なく、妻と一緒に絵本店を開いたり

しました。絵本店は地域の親子が集ま

る場所として機能し、街に少しずつ活

気が戻り始めたと感じています。

惠 絵本店を始めた理由を教えてくだ

さい。

石川 地域に若者が集まり、家族が増

え、子どもたちが本に触れる機会が増

える――そんな「人と人の繋がり」を

作りたかったんです。また、妻が絵本

好きだったこともあり、彼女に仕入れ

等は任せています。絵本店は単なる店

舗以上に、地域の文化の拠点として役

立っています。

丸山 太陽の会やMDCについて詳し

く教えてください。

石川 太陽の会は、企業から資金を集

め、地域の若者支援やイベント運営に

活用する団体です。会員企業が少しず

つ出資し、それをもとに地域を盛り

上げるプロジェクトを進めていま

す。一方、MDC（前橋デザインコ

ミッション）は、行政に依存せず、民

間の力でまちづくりを進めるための

組織です。

惠 これまでの成果はどのようなもの

がありますか？

石川 たとえば、若者が提案したアイ

デアを支援し、具体的なプロジェクト

に繋げる仕組みがあります。また、地

域の特徴を活かしたイベントやプロ

ジェクトを実施し、住民同士の交流や

地域全体の活性化を促しています。

ブックフェスの成功とその意義

惠 「ブックフェス」について詳しく

教えてください。

石川　アイデアはコピーライターの糸

井重里さん、それを形にしようとした

のはジンズの田中仁さんです。第1回で

は約2万5千冊の本を用意し、4万人が

来場しました。第2回では規模を拡大

し、7万5千冊の本が集まり、6万人以

上が訪れました。

「本に旅をさせよう」というのがコン

セプトです。

丸山　成功の秘訣は何だと思いま

すか？

石川　本というテーマが多くの人に共

感されたことが大きいですね。また、

「物を売る場」ではなく、「文化を共

有する場」としてのメッセージ性が

人々の心に響いたのだと思います。

印刷業界の未来

丸山　印刷業界全体の課題と可能性

についてどうお考えですか？

石川　デジタル化が進む中、紙の役割

が見直される時代だと思っています。

たとえば、教育分野では一度タブレッ

トに移行した国が、紙の教科書に戻る

動きも見られます。紙には記憶に残り

やすい、直感的に使えるといった特徴

があり、これを活かす新しい提案が必

要だと感じています。

最後に

丸山　今後の展望を教えてください。

石川　これからも「残すこと」「繋ぐ

こと」をテーマに、地域や業界に貢献

する活動を続けていきたいです。アナ

ログ資産のデジタル化を進め、未来に

繋げるだけでなく、人と人を結びつけ

る場を作り続けたいと考えています。

　石川会長の対談を通じ、印刷文化と

地域活性化の両方に情熱を注ぐ姿勢

が伝わってきました。石川会長の挑戦

は、単なるビジネスを超え、文化や

人々のつながりを支えています！

【対談者】

・石川　　靖　会長（朝日印刷工業株式会社）

・富沢　充芳　経営企画部長（朝日印刷工業株式会社）

・惠　　勇人　理事長（埼玉県印刷工業組合）

・丸山　靖雄　副理事長（埼玉県印刷工業組合）

最後に

印刷業界の未来
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令和6年度　組合行事報告令和6年度　組合行事報告（令和6年5月～12月）（令和6年5月～12月）

2024.5.8（水）～2024.5.10（金）

北海道視察

令和6年5月8日、埼玉県印刷工業組合青年部会主催にて北海道視察研修を行いました。1日目は株式会社正文社を見学、2日目は北海
道工組とのゴルフコンペも開催し、3日目には株式会社プリプレス・センターを見学、最後に開閉式屋根付き野球場のエスコンフィール
ドHOKKAIDOも見学しました。

2024.5.22（水）

通常総会開催

令和6年5月22日、ステラ・アンジェロ（さいたま市中央区上落合2-1-25）1Fジアルディーノ・デレ・ステーレにて「令和6年度通常総
会」と「青年部令和6年度通常総会」を開催しました。
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2024.6.13（木）

組合企業見学

令和6年6月13日、昨年含めて組合員・賛助会員になって下さっ
た企業を見学してまいりました。
株式会社 協和美術、株式会社 泰清紙器製作所、2社を訪問しま
した。

2024.7.5（金）6（土）

関東甲信越静地区協議会　第71回年次大会

令和6年度の「関東甲信越静地区協議会上期定例会」が7月5
日、6日の2日間にわたり、山梨県印刷工業組合の主管により、山
梨県韮崎市にて開催されました。惠理事長、丸山副理事長、佐藤
常務理事、今家常務理事、河野常務理事、事務局が参加。

2024.7.11（木）

「富士フイルムフューチャーエッジ」視察&暑気払い

視察には、丸山副理事長、今家常務理事、河野常務理事、グリ
ム・エヒメ株式会社　常務取締役　星川史年氏が参加。最新の
デジタルファクトリーを見学させていただきました。暑気払い
は、大宮にて組合員皆様と楽しく懇親をはかりました。

株式会社 協和美術

株式会社 泰清紙器製作所
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2024.9.19（木）

「SDGｓビジネスとSDGｓの融合」セミナー開催

令和６年9月19日を皮切りに、10月16日(水)・11月20日
(水)と3回にわたり、｢SDGｓビジネスとSDGｓの融合」セミ
ナーを開催しました。初回は、株式会社大川印刷 社会課題解
決型スタジオ「with GREEN PRINTING」を惠理事長、丸山
副理事長、新井常務理事、岩淵顧問、(株)SHITARA　小川清
孝氏が訪問。
ハイブリッドでのセミナーとなりました。

2024.9.11（水）

「印刷の月」記念式典　表彰式

令和6年9月11日、東京都千代田区のホテルニューオータニに
て「9月 印刷の月」記念式典が執り行われ、埼玉県印刷工業組
合が実施しているアートカレンダー事業が2024年日印産連
「特別賞」を受賞、惠理事長が出席し表彰されました。

2024.10.20（日）

第25回 親睦ウォーキング大会

令和6年10月20日、国営武蔵丘陵森林公園にて第25回親睦
ウォーキング大会を開催しました。今年は西口スタートのコー
スを73名が参加、ウォーキング大会終了後は希望者を募り園
内でのBBQ大会も開催しました。

2024.11.9（土）

全国青年印刷人協議会

令和6年11月9日、宇都宮市内のホテルニューイタヤにて「全
国青年印刷人協議会　関東甲信越静ブロック協議会」が開催さ
れました。惠理事長、今家常務理事、河野常務理事、埼京印刷
　惠　拓也氏が出席しました。

2024.9.27（金）

全印工連フォーラムIN大阪

令和6年9月27日、｢全印工連フォーラムIN大阪｣に参加してき
ました。惠理事長、丸山副理事長、事務局が参加。
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埼玉県印刷工業組合青年部埼玉県印刷工業組合青年部
みぬま福祉会 KOBO-SYU工房集 視察みぬま福祉会 KOBO-SYU工房集 視察

2024.6.18（火）2024.6.18（火）

令和6年6月18日、惠理事長、丸山副理事長、新井常務理事、溝口洋紙株式会社　溝口雄次社長、事務局の5名で、
工房の見学とディスカッションをしてきました。

　現在、KOBO-SYUだけで約50人、みぬま福祉会全体では約
150人が創作活動を行っているという。
　なおKOBO-SYUの内部は、アトリエだけでなくショップや
カフェも併設。ショップではそれぞれが作成したオリジナル
グッズも販売している。
　見学会の後には、埼印工メンバーと、KOBO-SYUのスタッ
フとの間で意見交換が行われた。埼印工ではリニューアルを果
たした組合広報誌「MOVING ON（ムービング・オン）」の
２号目から、KOBO-SYUの作品を表紙に採用。KOBO-SYU
の作品を採用したアートカレンダーづくりについては、今回で
４回目となる。
　意見交換の場では、埼印工メンバーが見本として制作した
グッズや、KOBO-SYUスタッフが考えている新しい商品開発
のアイデアなどを、お互いに披露した。グッズとして制作でき
るもの、制作したグッズ販売への要望など、様々な意見交換を
行った。
　埼印工で制作しているアートカレンダーは、KOBO-SYUと
のコラボプロジェクトとしてスタート。KOBO-SYUで創作さ
れたアート作品の中から、カレンダーのデザインを採用してお
り、まもなく2025年版カレンダーの制作が本格的にスタート
する。

　埼玉県印刷工業組合（埼印工：惠勇人理事長）は、６月18
日、社会福祉施設「KOBO-SYU」(埼玉県川口市）の見学会
を行うと共に、今回で４年目となるアウトサイダーアートを採
用したカレンダー制作に向けた意見交換も行った。
　KOBO-SYUは、社会福祉法人みぬま福祉会が運営する各施
設に通う仲間の表現活動を社会につなげるプロジェクトとして
運営されており、ギャラリー、アトリエ、ショップ、カフェの
４つの機能を持っている。「利用する仲間だけの施設としてで
はなく、新しい社会・歴史的価値感を創るために、いろんな人
が集まっていこう、そんな外に開かれた場所にしていこう」と
いう想いを込めて、“集（しゅう）”と名付けられている。
　当日は、KOBO-SYUと本部の作業現場の２か所を見学し
た。KOBO-SYUのアトリエでは、文字で表現する人、クレヨ
ンなど好みの画材で絵を描く人、織物やステンドグラスなど
アートグッズを作る人など、それぞれ得意な表現方法で作品づ
くりが行われている。なお、みぬま福祉会は1984年に設立さ
れた福祉団体。福祉作業所として機能する中で、作業所に通う
人の中には、一つの場所で作業はできなくても、文字を書いた
り、絵を描くことならできるという個人個人の特性に注目。こ
うした特性を仕事にしていく拠点として、2002年に
KOBO-SYUが開設されている。
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調神社は、浦和の総鎮守として古くから信仰を集める神社です。創建
年代は不詳ですが、一説では約2,000年前につくられたとされていま
す。最大の特徴は、境内の至る所に狛犬ではなくうさぎがいること。
これは、月（つき）と調（つき）の音が通じることからうさぎが使われ
るようになったという説が有力です。「調宮（つきのみや）」という呼び
方でも親しまれています。

本陣とは、大名や公家、幕府の役人などが宿泊する宿場の施設のこと。浦和宿では名主である星野家が
代々担当し、その敷地は母屋だけでも200坪以上の広さがありました。明治時代には、明治天皇が大宮
氷川神社への行幸の際に2度滞在。本陣跡の一部である仲町公園には、「明治天皇行在所址」の石碑が
立っています。本陣の建物は残っていませんが、表門はさいたま市緑区大間木に移築され、当時の姿を
今に伝えています（市指定有形文化財「大熊家表門（旧浦和宿本陣表門）」）。

調
つき

神社 浦和区岸町3／西口から徒歩11分

History

浦和宿本陣跡 浦和区仲町2-6／西口から徒歩10分

毎年12月12日に調神社とその周辺でひらかれる年の暮れの市で
す。明治時代から続く伝統行事で、調神社では「かっこめ」という
小さな熊手が授与されます。境内や旧中山道沿いには、熊手などの
縁起物、食べ物やおもちゃを売る露店が並びます。熱気さえ感じる
ほどの人でにぎわう、浦和の冬の風物詩です。

浦和の冬の風物詩「十二日まち」

お守りにも
うさぎが！

©さいたま観光国際協会

浦和

江戸時代、浦和は中山道の宿場町として栄えました。その面影は、
今も調神社にたたずむ神の使いのうさぎの像や本陣跡が物語って
います。浦和駅周辺で地域の歴史と文化を感じながら、
老舗のうなぎに舌鼓を打ち、アートで心を潤す。
そんな浦和 駅チカ ぶらり旅は
いかがですか？
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「浦和のうなぎ」の起源を探る
上で重要な存在とされる山崎
屋。創業は江戸時代とされ、具
体的な年代は不明ながら、地域
最古のうなぎ店として知られて
います。中山道を行き交う旅人
にうなぎを振る舞ったのが始ま

りという説が有力です。長年にわたり地元住民に愛され続けてきた
歴史は、浦和という街自体の歴史の一部とも言えるでしょう。

昭和12年（1937年）創業の
中村家は、初代・大森林蔵氏が
明治時代初めから中村家本店
で修行した後、現在の地で店を
開きました。備長炭を用いてう
なぎを焼き上げ、代々受け継が
れてきた辛めのタレで仕上げる

調理法が特徴です。タレはかまどで薪をくべて作られ、その製法は
秘伝とのことです。

明治21年（1888年）に創業
した満寿家は、国産うなぎを
備長炭を用いて焼き上げる調理
法を採用していることが特徴で
す。うなぎ重をはじめとするう
なぎ料理のほか、
旬の食材を

盛り込んだ和食も提供しています。落ち着いた
雰囲気の店内には、個室も用意されており、
さまざまなシーンで利用することができます。

浦和 蒲焼 山崎屋 浦和区仲町1-10-8
西口から徒歩7分

中村家 浦和区高砂3-2-12
西口から徒歩6分

うなぎ 満
ま す や

寿家 浦和区岸町7-1-3
西口から徒歩7分

Eat

Art

浦和名物のうなぎをPRするのが「浦和
うなこちゃん」。アンパンマンの作者、や
なせたかし氏デザインの愛らしいキャラ
クター。浦和駅西口の像は待ち合わせス
ポットとして親しまれています。

浦和うなこちゃんがお出迎え！

うらわ といえばやっぱり うなぎ！
江戸時代、中山道の宿場町として栄えた浦和。多くの旅人が行

き交う中で、滋養強壮に良いとされるうなぎは、旅の疲れを癒

す滋味として重宝されてきました。その伝統は今も息づき、浦

和には数々の老舗うなぎ店が軒を連ねています。その中から長

きにわたり「浦和のうなぎ」を支えてきた老舗3店を紹介します！

うらわ美術館は、「地域ゆかりの作家」と「本をめぐるアート」とい
う2つのテーマで美術作品を収集し、地域に根差した積極的な活動
により、さいたま市の文化創造の拠点を目指しています。また、ワー

クショップや講座なども積極的
に開催しており、美術を身近に
感じられる場を提供しています。
街の中心部にありながらも、落
ち着いた雰囲気の中で美術鑑
賞を楽しめます。

埼玉会館は大正時代末に
誕生した公共集会施設を継
いだ多目的ホールです。ラ
ンチタイム・コンサートな
どの演奏会や落語会、映
画上映などのほか、展示室
では市民による美術展等も
開かれています。現在の建
物は昭和41年（1966年）
に完成した2代目で、東京
文化会館などを手がけた
前川國男氏が設計しました。
建物自体からもアートを感
じることができます。

うらわ美術館 浦和区仲町2-5-1 浦和センチュリーシティ 3階
西口から徒歩7分 埼玉会館 浦和区高砂3-1-4

西口から徒歩7分
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令
和
６
年
度　
埼
玉
県
印
刷
工
業
組
合　
理
事
役
員　
組
合
員　
名
簿

役職 氏名 事業所名 郵便番号 住所
電話番号
FAX番号

理事長 惠　 勇人 ㈱埼京印刷
代表取締役

335-0035
HP

戸田市笹目南町27-25
http://www.saikyo-pr.jp

048-422-2236
048-422-2539

副理事長 新　 道行 たつみ印刷㈱
代表取締役社長

366-0029
HP

深谷市上敷免28-2
http://www.tatsumi-insatsu.co.jp

048-573-2711
048-571-1220

副理事長 丸山　 靖雄 コスモプリンツ㈱
代表取締役社長

361-0077
HP

行田市忍2-9-15
http://www.cosmoprints.co.jp

048-554-7111
048-554-7628

専務理事 佐藤　 道晴 六三四堂印刷㈱
代表取締役

350-1123
HP

川越市脇田本町25-14
https://www.asahi-com.net

049-242-0329
049-244-2402

常務理事 浅野　 貴之 ㈱協和テック
代表取締役

335-0031
HP

戸田市美女木5-21-6
http://www.kyowa-tech.co.jp

048-449-1831
048-424-1381

常務理事 今家　 裕久 今家印刷㈱
取締役社長

335-0036
HP

戸田市早瀬1-5-10
http://www.imaie.co.jp

048-422-2625
048-422-2627

常務理事 櫻井　 理恵 ㈱櫻井印刷所
代表取締役社長

350-0062
HP

川越市元町2-4-5
https://sakurai-p.co.jp

049-222-0935
049-225-0149

常務理事 新井　 貴之 ㈱アサヒコミュニケーションズ
代表取締役社長

365-0038
HP

鴻巣市本町4-3-23
https://www.asahi-com.net

048-541-5152
048-542-6954

常務理事 河野　 創吉 ㈱パック
代表取締役社長

338-0822
HP

さいたま市桜区中島1-38-2
http://www.print-pac.co.jp

048-853-3776
048-855-7870

理事 金森　 正臣 ときわ印刷㈱
代表取締役

336-0026
HP

さいたま市南区辻7-2-26 048-845-2211
048-845-2212

理事 大谷　 純一 三共印刷㈱
代表取締役

361-0021
HP

行田市富士見町2-1-30
www.sankyosya.com

048-556-6201
048-556-6204

理事 市川　 博也 ㈱太洋社印刷所
代表取締役

369-1203
HP

大里郡寄居町大字寄居1069
http://www.taiyosha-insatsu.co.jp

048-581-5564
048-581-0099

理事 大屋　 崇 大屋印刷㈱
代表取締役

366-0801
HP

深谷市上野台498
http://www.oyaprint.co.jp

048-571-7251
048-573-6505

理事 篠原　 勲 ㈲エスフィールド
代表取締役

335-0032
HP

戸田市美女木東2-5-3
http://www.sfi eld-i.co.jp

048-497-0715
048-497-0721

理事 相木　 明子 関東図書㈱ 336-0021
HP

さいたま市南区別所3-1-10
https://kanto-t.jp

048-862-2901
048-862-2908

監事 渋木　 理俊 ㈱秀飯舎
相談役

331-0058
HP

さいたま市西区飯田70
http://www.shuhansha.co.jp

048-624-1121
048-624-1125

監事 高橋　 徹 高橋印刷製本㈲
代表取締役

362-0016
HP

上尾市原新町1-5 048-771-5695
048-773-1137

顧問 新保　 信義 ㈱シンポ
代表取締役

336-0017
HP

さいたま市南区南浦和2-29-7 048-887-6441
048-887-8059

相談役 新井　 正敏 ㈱アサヒコミュニケーションズ
会長

365-0038
HP

鴻巣市本町4-3-23
https://www.asahi-com.net

048-541-5152
048-542-6954

相談役 岩渕　 均 関東図書㈱
代表取締役

336-0021
HP

さいたま市南区別所3-1-10
https://kanto-t.jp

048-862-2901
048-862-2908

組合員 山田　 道久 アート印刷㈱
代表取締役

330-0852
HP

さいたま市大宮区大成町2-175
https://itp.ne.jp/info/114947093200000899/shop/

048-666-3507
048-665-4246

組合員 井坂　 功 ㈲井坂印刷
代表取締役

331-0077
HP

さいたま市西区中釘2071-5 048-624-9384
048-624-9967

組合員 川﨑　 仁康 ㈱エコー宣伝印刷
代表取締役

362-0806
HP

北足立郡伊奈町大字小室7076
http://www.echo-senden.co.jp

048-722-4681
048-722-4682

組合員 小泉　 薫 小沢写真印刷㈱
代表取締役

350-1112
HP

川越市上野田町27-15
http://www.lincs.co.jp/group/c.php

049-242-0500
049-244-3548

組合員 大熊　 昌子 大河内印刷所
代表取締役

369-0201
HP

深谷市岡1-29-28 048-585-2753
048-585-5780

組合員 鎌田　 明雄 川越印刷㈱
代表取締役

350-0056
HP

川越市松江町1-1-2 049-222-1144
049-224-7188

組合員 北野元一郎 ㈱北野印刷
代表取締役

342-0056
HP

吉川市平沼250 048-982-0257
048-981-6126

組合員 田邊　 夏夫 ㈱協和美術
代表取締役

335-0033
HP

戸田市笹目北町10-24
https://www.kyowa-b-prt.co.jp

048-449-5127
048-449-5126

組合員 星川　謙吾 グリム・エヒメ㈱
代表取締役

343-0838
HP

越谷市蒲生3867
https://grimm-ehime.com/

048-986-3311
048-986-3330

組合員 橘　　東吾 ㈱ゴードー
代表取締役社長

350-1101
HP

川越市大字的場1445番地
https://www.godo-p.co.jp/

049-233-7777
049-233-7776

組合員 飯田　 勇 ㈲埼玉平板飯田印刷所
代表取締役

366-0823
HP

深谷市本住町1-20 048-571-0430
048-574-0255

組合員 山田　 喜一 山進社印刷㈱
代表取締役

367-0051
HP

本庄市本庄3-3-36
http://sansinsya.com/

049-524-2451
048-521-8853

組合員 大川　 美樹 ㈱三興社印刷所
代表取締役

360-0815
HP

熊谷市本石1-78
https://sankousha-p.com

048-521-4558
048-522-2935

組合員 清水　 郁男 ㈱秀飯舎
代表取締役

331-0058
HP

さいたま市西区飯田70
http://www.shuhansha.co.jp

048-624-1121
048-624-1125
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組合員 古瀬　　正 誠美堂印刷㈱
代表取締役

338-0007
HP

さいたま市中央区円阿弥6-3-3 048-855-5321
048-855-3274

組合員 須賀　 一夫 ㈲須賀印刷
代表取締役

350-0036
HP

川越市小仙波町2-12-1 049-222-1989
049-224-6849

組合員 古戸　賀春 誠和印刷㈱
代表取締役

369-0201
HP

深谷市岡2701-1
http://seiwaprint.com

048-585-2705
048-585-3447

組合員 須澤　一男 ㈱第一印刷
代表取締役

359-0002
HP

所沢市中富1461-5 042-942-7656
042-942-2064

組合員 四分一敏明 大誠社印刷所
代表取締役

360-0816
HP

熊谷市石原2-171 048-521-3034
048-521-3127

組合員 飯田　一義 大同印刷㈱
代表取締役

360-0037
HP

熊谷市筑波3-40 048-521-1328
048-526-3564

組合員 木内　　武 ㈲東京工芸社
代表取締役

350-2211
HP

鶴ヶ島市脚折町1-19-40
http://www.kougei-sha.co.jp

049-285-4611
049-285-4613

組合員 河田　輝夫 東洋印刷㈱
代表取締役

366-0825
HP

深谷市深谷11-35 048-571-0567
048-573-8877

組合員 西野　　隆 文進堂印刷㈱
代表取締役社長

339-0054
HP

さいたま市岩槻区仲町1-10-13
http://www.bunshindou.jp/

048-756-0311
048-756-4301

組合員 野坂　弘幸 ㈱文林堂印刷所
代表取締役

367-0023
HP

本庄市寿3-1-1
https://3151.jp

049-522-3151
049-521-8196

組合員 田島　耕平 ポプラ社印刷㈱
代表取締役

366-0811
HP

深谷市人見242-3 048-572-9415
048-573-3153

組合員 前田　和義 前田印刷㈱
代表取締役社長

339-0055
HP

さいたま市岩槻区東町2-4-1 048-758-0011
048-757-2158

組合員 松岡　由浩 マツオカ印刷㈱
代表取締役

358-0007
HP

行田市小見1398-4 048-553-2323
048-553-2610

組合員 井ケ田洋亮 明治堂印刷㈱
代表取締役

358-0008
HP

入間市河原町5-13
https://明治堂印刷.com/

04-2964-2944
04-2964-2945

組合員 望月　　諭 望月印刷㈱　
代表取締役社長

338-0007
HP

さいたま市中央区円阿弥5-8-36
http://www.avenue.co.jp

048-840-2111
048-840-2121

組合員 山北　　厚 ㈲山北印刷所
代表取締役

332-0015
HP

川口市川口1-4-7 048-223-2848
048-222-1359

組合員 梶山　虎雄 ㈱ユ－企画印刷
代表取締役

359-0027
HP

所沢市松郷152-5
http://www.you-k-p.com/company/

042-944-9544
042-944-7279

新組合員 町田　達泰 町田印刷㈱
代表取締役

335-0032
HP

戸田市美女木東1-1-14
https://www.machida.co.jp/company/

048-422-0888
048-422-0870

新組合員 中野　紋光 ㈱コネクト
代表取締役

340-0023
HP

草加市谷塚1179-26 048-229-5146
048-229-5147

新組合員 日高　利夫 ㈱渡林
代表取締役

341-0037
HP

三郷市高州2-227-1
https://www.kktorin.co.jp/pages/29/

048-956-5777
048-956-5776

新組合員 森　　　康 ㈱太陽技報堂
代表取締役

334-0061
HP

川口市新堀629番地
https://www.morich.co.jp/

048-298-6656
048-298-6657

新組合員 中村　雅直 文理輪転印刷㈱
代表取締役社長

336-0026
HP

さいたま市南区辻8-24-1
https://bunririnten.jp/

048-266-8147
048-837-0567

青年部
会長 丸山　靖雄 コスモプリンツ㈱

代表取締役社長
361-0077
HP

行田市忍2-9-15
http://www.cosmoprints.co.jp

048-554-7111
048-554-7628

青年部
副会長 新井　貴之 ㈱アサヒコミュニケーションズ

代表取締役社長
365-0038
HP

鴻巣市本町4-3-23
https://www.asahi-com.net

048-541-5152
048-542-6954

青年部
副会長 篠原　　勲 ㈲エスフィールド

代表取締役
335-0032
HP

戸田市美女木東2-5-3
http://www.sfield-i.co.jp

048-497-0715
048-497-0721

青年部
副会長 仁居　弘一 ㈱豊翔※

代表取締役
335-0035
HP

川越市中台2-19-20
http://www.howshow.net

049-247-7775
049-247-7776

青年部
総務 溝口　雄次 溝口洋紙㈱※

代表取締役社長
337-0004
HP

さいたま市見沼区卸町1-33
http://www.mizoguchi-paper.co.jp

048-685-0711
048-684-4420

青年部
総務 設楽　剛史 ㈱SHITARA※

専務取締役
379-2166
HP

前橋市野中町158-1
http://www.shitara.co.jp

027-261-7000
027-261-7700

青年部
会計 及川　寛則 富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ㈱※ 106-0031

HP
港区西麻布2-26-30富士フイルム西麻布ビル
http://www.ffgs.fujifilm.co.jp

049-222-0935
049-225-0149

青年部
監事 新　　道行 たつみ印刷㈱

代表取締役社長
366-0029
HP

深谷市上敷免28-2
http://www.tatsumi-insatsu.co.jp

048-573-2711
048-571-1220

青年部
直前会長 浅野　貴之 ㈱協和テック

代表取締役
335-0031
HP

戸田市美女木5-21-6
http://www.kyowa-tech.co.jp

048-449-1831
048-424-1381

青年部
幹事 大谷　祐一 三共印刷㈱

代表取締役
361-0021
HP

行田市富士見町2-1-30
www.sankyosya.com

048-556-6201
048-556-6204

相木　明子 関東図書㈱ 336-0021
HP

さいたま市南区別所3-1-10
https://kanto-t.jp

048-862-2901
048-862-2908

青年部
幹事

※印は賛助会員
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青年部
賛助会員 伊東　　勉 ㈱ムサシ　北関東支店※ 350-0062

HP
川越市元町2-4-5
http://www.musashinet.co.jp

049-222-0935
049-225-0149

青年部
賛助会員 塚越亜樹人 永田紙業㈱ ※

営業部次長
369-1101
HP

深谷市長在家198
https://nagata-shigyo.com/

048-583-2141
048-583-2145

青年部
賛助会員 戸田幸一郎 リコージャパン㈱※ 331-0812

HP
さいたま市北区宮原町2-45-1
https://www.ricoh.co.jp/　

048-664-4371
048-660-6415

青年部
賛助会員 中野　崇大 エコスリージャパン㈱※ 141-0032

HP
品川区大崎1-6-1大崎ニューシティビル１号館５階
https://www.eco3japan.com/

03-6420-2010
03-6420-2011

青年部
賛助会員 平井　伸二 ㈱共同紙販ホールディングス北関東支店※

営業部長
366-0051
HP

深谷市上柴町東5-22-2
https://www.asahi-com.net

048-572-2525
048-572-5593

青年部
協賛会員 井坂　　功 ㈲井坂印刷

代表取締役
331-0077
HP

さいたま市西区中釘2071-5 048-624-9384
048-624-9967

青年部
協賛会員 宮村　秀行 富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱※

GCS推進課課長
330-6028
HP

さいたま市中央区新都心１１－２ランドアクシスタワー28F 048-600-1750
048-600-2803

青年部
協賛会員 深町　要一 ㈱深谷カーボン※

代表取締役社長
360-0004
HP

熊谷市上川上952-5
http://www.ksky.ne.jp/~youichi

048-520-1649
048-520-1410

青年部
協賛会員 惠　　勇人 埼京印刷㈱

代表取締役
335-0035
HP

戸田市笹目南町27-25
http://www.saikyo-pr.jp

048-422-2236
048-422-2539

青年部
協賛会員 馬場　高成 太陽インキ機材㈱※

専務取締役
124-0011
HP

葛飾区四つ木4-27-12
http://www.echo-senden.co.jp

03-3693-0222
03-3693-0287

青年部
協賛会員 浅川　　潔 ㈱ＳＣＲＥＥＮ ＧＰジャパン※ 135-0044

HP
江東区越中島1-1-1ヤマタネ深川１号館
http://www.screen-gpj.co.jp

03-5621-8269
03-5621-8379

青年部
協賛会員 長谷川太一 ㈲長谷川産業※

代表取締役
333-0844
HP

川口市上青木5-23-6 048-261-1500
048-268-8332

青年部
幹事 櫻井　理恵 ㈱櫻井印刷所

代表取締役社長
350-0062
HP

川越市元町2-4-5
https://sakurai-p.co.jp

049-222-0935
049-225-0149

賛助会員 小田島隆太 新村印刷㈱
代表取締役社長

350-1331
HP

狭山市新狭山1-3-6
https://ssl.niimura.co.jp/

042-952-7255
042-954-1396

賛助会員 小宮山貴史 小宮山印刷㈱
代表取締役社長

365-0001
HP

鴻巣市赤城台362-25
https://www.kpi-net.co.jp/

048-569-3007
048-569-3008

賛助会員 塚田　司郎 錦明印刷㈱
代表取締役社長

350-2201
HP

鶴ヶ島市富士見6-2-10
https://www.kinmei.co.jp/index.html

049-286-6411
049-285-0888

賛助会員 福田　浩志 ㈱ウエマツ
代表取締役社長

335-0034
HP

埼玉県戸田市笹目8-12-2
http://uematsu-p.com/company/index.html

048-449-8777
048-449-8733

賛助会員 大木　啓稔 ㈱泰清紙器製作所
代表取締役社長

335-0034
HP

戸田市笹目北町14-6
https://www.instagram.com/hakoropon/?hl=ja

048-487-8276
048-487-8293

協力会員 佐々木　誠 エフ・ビー・エム㈱
さいたま支店　支店長

331-0821
HP

埼玉県さいたま市北区別所町64-2
https://www.f-b-m.co.jp/aboutus/summary/

048-871-8631
048-782-9822

協力会員 江森　美保 ㈱大塚商会
営業本部　POD推進部 CP特販課

365-0038
HP

東京都千代田区飯田橋2-18-4
https://www.otsuka-shokai.co.jp/

03-3514-7625
03-3514-7626

協力会員 中尾　武善 三菱王子紙販売㈱ダイヤミック本部
東京第二営業グループ

335-0032
HP

東京都墨田区両国2-10-14両国シティコア12F
https://www.mo-ps.co.jp

03-5600-1590
03-5600-1559

協力会員 永井　康仁 永井機械鋳造㈱　断裁機事業部
代表取締役社長

349-1155
HP

埼玉県加須市砂原2345
https://nagaikikai.co.jp/

0480-72-2676
0480-72-7654

協力会員 溝口　雄次 溝口洋紙㈱
代表取締役社長

337-0004
HP

さいたま市見沼区卸町1-33
http://www.mizoguchi-paper.co.jp

048-685-0711
048-684-4420

協力会員 野中　昭彦 ㈱モリサワ 337-0004
HP

東京都新宿下宮比町2-27
https://www.morisawa.co.jp/

03-3267-1231
03-3267-1252

協力会員 黒岩　建太 ㈱吉岡
取締役社長

379-2166
HP

埼玉県ふじみ野市福岡562
http://www.yoshioka-p.com/

049-253-4985
049-268-1500

協力会員 郷原　隆之 リョービMHIグラフィックテクノロジー㈱
東日本支社　営業部営業二課

270-0235
HP

東京都北区豊島5-2-8
https://www.ryobi-group.co.jp/graphic/

03-3927-1031
03-3927-5762

事務局 吉田　訓子 埼玉県印刷工業組合
事務局員

330-0802
HP

さいたま市大宮区宮町4-36-4-204
http://www.saipia.net

048-642-0414
048-729-7161

青年部
幹事 新保　元美 ㈱シンポ

代表取締役
336-0017
HP

さいたま市南区南浦和2-29-7 048-887-6441
048-887-8059

青年部
幹事 大川　美樹 ㈱三興社印刷所

代表取締役
360-0815
HP

熊谷市本石1-78
https://sankousha-p.com

048-521-4558
048-522-2935

※印は賛助会員
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Ｇ＆Ｅみらい企業年金基金は、関東五県印刷工業厚生年金基金の後継制度です

〒 東京都港区芝大門１－１－３０ １階
電話 （ ） （ ）

従業員の福利厚生も経営者の老後保障も、同時に準備可能

退職金のご相談は・・・

◆ 掛金は全額損金算入できます

◆ 他年金制度の原資を持ち込んで、老後保障の充実が可能です

◆ 定額積立と給与比例積立で、貴社独自の退職金の設計ができます みらりん
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E1R 再生新台E1R 再生新台 今、お使いの断裁機を
最新版にアップデート。

永井機械鋳造株式会社 断裁機事業部 （営業・製造・メンテナンスサービス）〒349-1155 埼玉県加須市砂原2345　TEL.0480-72-2676　FAX.0480-72-6389

料金、リニューアルに要する時間などは、弊社サイトのトップページ最下段にある「お問い合わせ」から、お気軽にお問い合わせください。右下のQRコードからアクセスできます。 

新生「NAGAI」のこだわり 100％国産 Made in Japan

「E1R」の特長
旧型（NCW-D6・D7・D8等）断裁機をリニューアルできます
メカニカルな可動部をオーバーホール
ベアリングなど消耗品は新品に交換
テーブルの再メッキも可能（オプション）
本体をしっかりと再塗装します
電装系を最新のE1仕様に置き換え（タッチパネルディスプレー装備・シーケンサー制御）
型式検定の両手式安全装置付き（専用部品）
リレー等電気部品には標準部品を使用

1

6
5

7
8

2
3
4

NCW-D6
NCW-D7
NCW-D8
NC63HFDXT

NC64HFDXT
NC77HHDT
NC80HHDT
NC80HHD7

断裁機はまだ使えているので、
買い替えは検討していない。
ただ、長年使っているので故障が心配。
何か良い方法はないものか？

そんな現場の声の解決策が「E1R」です。
旧型をご利用の方で、アップデートを
ご希望の方は「E1R」をご検討ください。
最新版の性能をリーズナブルな
価格で導入できます。

お客様の
心配の声

NAGAIの
解決策

旧型断裁機旧型断裁機

最新版「E1R」へ
リニューアル
最新版「E1R」へ
リニューアル

本　社：群馬県前橋市野中町158-1　TEL 027-261-7000
営業所：東京・埼玉・宇都宮・水戸・長野・新潟・大阪・名護
本　社：群馬県前橋市野中町158-1　TEL 027-261-7000
営業所：東京・埼玉・宇都宮・水戸・長野・新潟・大阪・名護
本　社：群馬県前橋市野中町158-1　TEL 027-261-7000
営業所：東京・埼玉・宇都宮・水戸・長野・新潟・大阪・名護
本　社：群馬県前橋市野中町158-1　TEL 027-261-7000
営業所：東京・埼玉・宇都宮・水戸・長野・新潟・大阪・名護

代表取締役
社　　　長 佐藤 賢司

相談役 林　 新一
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中小企業診断士 菊池明 

東洋インキ勤務３５年の診断士です。 

お気軽にご連絡下さい。 

電話 ０８０－２３４３－９４４９ 

・補助金申請 
・経営改善   
実績多数！ 

「ニュー銀環FS」 「サンレイド-FS」 「KKクリームCoC」
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コンプリートプランコンプリートプランコンプリートプランコンプリートプラン

コンプリートプラン法人版の一般流通価格
101,244円/年（8,437円/月）

1本につき

18,444円
OFF！！

全印工連CC コンプリートプラン

82,800円/年（6,900円/月）

20種以上の Adobe Creative Cloud 全アプリケーションをご利用できます。

https://www.aj-pia.or.jp/
〒104-0041 東京都中央区新富1-16-8 日本印刷会館4F  TEL：03-3552-4571  FAX：03-3552-7727

全印工連組合員 だ業企業企業企業企員 け ロ別特別特別特別特の ープライス 現実現実現実現実を ！全印工連組合員 だ業企業企業企業企員 け ロ別特別特別特別特の ープライス 現実現実現実現実を ！

Adobe Creative Cloud
の中から必要なアプリ
ケーションを1つずつ選
んでご利用できます。

単体プラン 単体版の一般流通価格
47,784円/年（3,982円/月）

1本につき

17,784円
OFF！！

全印工連CC 単体プラン
30,000円/年（2,500円/月）

Acrobat Pro の一般流通価格
22,560円/年（1,880円/月）

1本につき

2,160円
OFF！！

全印工連CC Acrobat Pro 単体プラン
20,400円/年（1,700円/月）

こちらも
お得!

▶参加資格 ： 全印工連加盟47都道府県印刷工業組合に所属する「組合員企業」
 （準組合員・賛助会員は対象外となります）

▶契約期間 ： 加入月より2025年11月30日まで（途中解約不可）
途中解約、契約途中のプラン変更、契約ライセンス数の削減、返金はできません。

▶参加条件 ： 本プログラムに参加するためには、以下の諸条件についての同意が必要になります。
①契約期間中は全印工連がサブスクリプション（期限付き使用権）の管理を行います。
②契約期間中に購入本数に対して使用する本数が減った場合（あるいは利用しなくなった場合）でも、契約ライセンス数を
減らすことはできません。ただし、新規ライセンス数の追加購入は可能です。

③ ご利用にあたっては、利用開始時に製品への認証のためAdobeID（メールアドレス形式）の作成、登録が必要になります。

※Adobe Creative Cloud（CC）は、一定期間の使用権を購入する、サブスクリプション（期限付き使用権）形式の製品です。

無料セミナーの拡充
実務者向けフォローアップ無料セミナーを

回数を増やして隔月６回開催でお届けいたします！

マイページの開設
専用の「マイページ」で、見積・発注・契約内容の確認など
各種お手続きがWEBサイト上でご利用可能になります！

※各プランの表示価格は全て税抜です。

Adobe Creative Cloud
全印工連 特別ライセンスプログラム

随時申込受付中！
現在ご提供している本プランは2022年12月からスタートを切っておりますが、契約期間中も
随時募集を受付しております。一般流通価格より安価な特別価格となっておりますので、ぜひ
ご検討ください！

※ 契約期間は、加入月から2025年11月30日までになりますが、ご利用料金の
お支払いは1年ごとです。

※ 年度途中の新規ご契約分につきましては、月割計算で請求いたします。
※ 月契約・年契約のプランではございませんので、ご注意ください。
※ ご発注前に必ず下記の参加条件・契約条項をご確認ください。

圧倒的な低価格でご提供！
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月刊プリテックステージ11月号増刊

〒102‐0072 東京都千代田区飯田橋2-8-5多幸ビル九段　TEL 03-3264-2054 FAX 03-5214-6357
Web https//www.newprinet.co.jp/　メール new-pri@fb3.so-net.ne.jp

ニュ－プリンティング株式会社 申込先

インクジェット革新

　ニュープリンティング株式会社（東京都千代田区飯田

橋／代表取締役 楠本英夫）は、このほど 月刊プリテッ

クステージ増刊として、デジタル印刷に関わるビジネス

やソリューションに焦点を当てた『デジタル印刷ビジネ

スブック2024 秋』を発刊致しました。

　さて、昨年ドイツで開催されたdrupa2024では商業

系、産業系の両分野から様々なデジタル印刷機が出展、

提案されました。デジタル印刷機の潮流がますます広が

りを見せていることを印象付けており、世界的にも設備

投資の中心になっていることが伺えます。とくにB2判枚

葉デジタル印刷機が各社から出展、発表され、今後、注

目される技術分野の一つとなっております。国内でも関

心が高くなっておりますが、新しい分野でもあり、投資

に向けての判断が難しいという声が聞かれます。

　弊社ではデジタル印刷のビジネスやソリューションに

より焦点を充てる「デジタル印刷ビジネスブック」を発行

しておりますが、今回、「B2判枚葉デジタル印刷機の実

力」をテーマに、巻頭でB2判枚葉デジタル印刷機が必要

とされている背景、活用領域を紹介しております。また、

デジタル印刷の利点を活かしたビジネス開発の事例や

その生産体制、関連技術も紹介しました。

■ 体裁 A4判44頁・フルカラー 中綴じ ■ 定価 1,100円（税込・送料別）

デジタル印刷
ビジネスブック2024 秋
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ムービング
オン
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1981年生まれ
美幸さんと言えば「相合傘」。
カラーのボールペンで好きなアイドルの名前や気に入ったキャラクターを書き、
色鉛筆で上から塗りつぶす。
そしていつも「絵を描くと落ち着くよ」と一言。
新たに刺繍も始めた。
絵画と同じように、大好きなアイドルの名前や相合傘を刺繍している。
大事な絵の活動に加えて、織りや刺繍の活動も楽しんでいる。

阿部美幸／MIYUKI ABE
表紙「相合傘、チューリップ」
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川越市役所の川合善明市長を表敬訪問し、作成した小江戸川
越ごみぶくろ（50袋）を進呈した。
　説明を受けた川合市長は、「素晴らしいアイデアだと思い
ます。本来は捨ててしまうものを再生利用し、かつオーバー
ツーリズム対策にもなる。また障がい者施設の就労支援にも
繋がるとうい３つの効果を生む良いアイデアになっていま
す。デザインも川越らしくて素晴らしいと思う」と語ったとの
ことです。

 『小江戸川越ごみぶくろ』は、川越を拠点とする櫻井印刷所
と六三四堂印刷が中心となり、川越美化プロジェクトの一環
として誕生しました。印刷用紙の包装紙「ワンプ」を、産業廃
棄物として廃棄するのではなく、再利用する取り組みです。ワ
ンプは片面がPP加工されているためオンデマンド印刷には
不向きですが、防水性があるためごみ袋として新しい価値を
生み出せることが判明しました。六三四堂印刷がワンプを断
裁し、川越市内の障害福祉サービス事業所で利用者が手作
業で袋を製造（1枚20円)。完成した袋は櫻井印刷所が買い
上げ、店舗や公共施設へ提供され、観光客などに配布され
ます。
　この活動は、産業廃棄物の削減、障がい者の就労機会創
出、川越のごみ問題解決という3つの社会的意義を持ちま
す。惠理事長は「印刷技術を活かし、社会に役立つ取り組み
を増やすことが組合の価値向上に繋がる」と述べ、櫻井社長
は「この活動を川越から全国へ広げ、印刷業界の新たな可能
性を示したい」と語ります。厳しい状況下にある印刷業界で
すが、地域と産業を結びつけたこの取り組みは、多くの印刷
業者にも新たな希望を与えるものと期待されています。
　惠勇人理事長、および六三四堂印刷株式会社の佐藤道晴
社長、株式会社櫻井印刷所の櫻井理恵社長と同社の製造部
から荒木部長と玖島チームリーダーは、令和6年８月20日、

小江戸川越ごみぶくろ小江戸川越ごみぶくろ
KOEDO KAWAGOE GARBAGE BAGKOEDO KAWAGOE GARBAGE BAG

川合市長（中央左）へ「小江戸川越ごみぶくろ」を進呈する（右から、惠理事長、櫻井氏、佐藤氏、川合市長、櫻井印刷所の荒木部長と玖島リーダー）

小江戸川越ごみぶくろ

埼玉県工組 地域と連携してスタートした川越美化プロジェクトの報告で
川越市長を訪問、用紙を包むワンプで新たな価値提供
埼玉県工組 地域と連携してスタートした川越美化プロジェクトの報告で
川越市長を訪問、用紙を包むワンプで新たな価値提供




